
①小3 国語 1学期 5月 文の組み立て(部分の役目)

なまえ

（ ） 、 、 。○ つぎの文の に入れるのに よいと思うことばを えらびましょう

ねこが（ ）食べる。（１）

魚に 魚を 魚へ

兄が（ ）読む。（２）

本に 本を 本へ

父が（ ）行く。（３）

東京で 東京へ 東京が

（４）つぎの文の中から 「書く場所」を表すことばを、えらびましょう。、

先生がこくばんに字を書く。

こくばんに 先生が 書く 字を

（５） つぎの文の中から 「買うもの」を表すことばを、えらびましょう。、

妹があした人形を買う。

あした 買う 妹が 人形を
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小3 国語 1学期 5月 文の組み立て(部分の役目)②

なまえ

（ ） 、「 」 、 。６ つぎの文の中から 食べさせる人 を表すことばを えらびましょう

母がねこに魚を食べさせる。

魚を 食べさせる ねこに 母が

（７）つぎの文の中から 「向ける方向」を表すことばを、えらびましょう。、

。父が顔を上に向ける

父が 向ける 上に 顔を

○ つぎの文は、どの形の文にあたりますか。えらびましょう。

弟が、おもちゃをかたづける。（８）

だれが どうする。 だれが 何だ。

だれが いる。 だれが どんなだ。

こねこは、かわいい。（９）

何は どうする。 何は どんなだ。

何は ある・いる。 何は 何だ。

きょうは、月曜日だ。（10）

何が ある・いる。 何が どうする。

何が 何だ。 何が どんなだ。


